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P46～55

理科 事例１（指導と評価の計画から評価の総括までの内）
キーワード 「知識・技能」 「思考・判断・表現」 の評価

単元名
「天体の動きと地球の自転・公転」

（１）身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら、 日周
運動と自転、年周運動と公転を理解するとともに、それらの観
察、実験などに関する技能を身に付けていること。

（２）天体の動きと地球の自転・公転について、天体の観察・実験な
どを行い、その結果や資料を分析して解釈し、天体の動きと地
球の自転・公転についての特徴や 規則性を見いだして表現す
ること。また、探究の過程を振り返ること。

（３）天体の動きと地球の自転・公転に関する事物・現象に進んで
関わり、科学的に探究しようとする態度を養うこと。

中学校 理科 事例を通した評価の具体例
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P46～55

内容のまとまり
第３学年第２分野 （６）「地球と宇宙」

１ 単元の目標

「指導と評価の一体化」のため
の学習評価に関する参考資料
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P46
２ 単元の評価規準

※作成手順は「令和２年度 全県教育課程説明会 理科部会（中学校）」を参考にしてください
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３ 指導と評価の計画
（９時間）

第３・４時の評価の
具体例を示していきま
す。

P47

第５時では主体的に学習に取り組
む態度の評価を実施します。
（詳しくは資料P53・54を確認して
ください）
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４ 観点別学習状況評価の進め方①

①本時のねらい
透明半球に付けた点の記録から、太陽の一日の動きを表す
技能を身に付ける。

②評価規準 「知識・技能」
・透明半球に付けた点の記録から、太陽の動いた点を結び、
軌跡を表している。

P48

③評価のポイント
太陽の一日の動きについての知識は、単元の学習が進
むにつれて理解が深まるため、透明半球に記録する技能
に関する知識については、記録に残す評価は単元末や
定期考査等のペーパーテストで行います。
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④指導と評価の流れ

４ 観点別学習状況評価の進め方①
P48

透明半球への記録は前時から本時ま
での間に行っている。

～評価規準～
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⑤知識・技能の評価例
透明半球に記録する技能の評価（本時）とペーパー
テストの記述の評価を併せることにより評価を行う。なお
技能と知識の評価が異なる場合（AとB、BとCなど）は、
生徒の実態に応じて評価する必要があります。

４ 観点別学習状況評価の進め方①
P49
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４ 観点別学習状況評価の進め方①

では、実際に評価してみましょう！

透明半球上に記録した点が少ないもの
の、太陽の一日の動きを直線で表してい
る。また、ペーパーテストからは直線EFG
が太陽の動きを表していることは理解し
ていることが分かる。

このことから、知識・技能の観点で
「おおむね満足できる」状況（B）と判断できます。

P49
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４ 観点別学習状況評価の進め方①

透明半球上に一時間おきに記録した点
があり、太陽の一日の動きも直線で表し
ている。また、ペーパーテストから太陽の
一日の動きについて、十分に理解してい
ることが分かる。

このことから、知識・技能の観点で
「十分満足できる」状況（A）と判断できます。

P49
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４ 観点別学習状況評価の進め方①

透明半球上に記録した点が少なかった
り、正確に記録できていなかったり、時刻
を記入していなかったりしており、太陽の
一日の動きを直線で表せていない。また、
ペーパーテストからは、直線EFGが太陽
の動きを表していることを理解していない
ことが分かる。

このことから、知識・技能の観点で
「努力を要する」状況（C）と判断できます。

P50
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４ 観点別学習状況評価の進め方①

「努力を要する」状況（C）の評価は・・・？

「努力を要する」状況（C）の評価になる前に、
「努力を要する」状況（C）になりそうな生徒に対
して適切な指導（手だて）を行います。

透明半球のモデルの見方や太陽の位置の観察の
方法を確認して再観察させるなど、個別に指導を
行い、知識及び技能を身に付けることができるよう
に支援することが考えられます。

P50
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４ 観点別学習状況評価の進め方②
P51

①本時のねらい
星の動きを示したコンピュータシミュレーションや写真を基に、
観測者の視点（位置）を、地球の外に移動させ、星の一
日の動きを透明半球上に表し、その特徴を見いだす。

②評価規準 「思考・判断・表現」
星の動きを示したコンピュータシミュレーションや写真を基に、
星の一日の動きを透明半球上に表し、その特徴を見いだして
表現している。

③評価のポイント
透明半球を外側から見るときと内側から見るときのモデルが、
それぞれ地球の外と地球上の観察者の視点に対応すること
を意識して特徴を見いだして表現しているかを評価します。
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P51

④指導と評価の流れ

４ 観点別学習状況評価の進め方②

～評価規準～
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P52
４ 観点別学習状況評価の進め方②

⑤思考・判断・表現の評価例
ここでは、ワークシートの描画を分析することにより評価
を行う。

東、西、南の空の星の一日の動
きは正しく描けているが、北の空の
星の動きが正しく描けていない。
透明半球の内側からの星の一日
の動きの特徴は見いだしている。

このことから、思考・判断・表現の観点で
「おおむね満足できる」状況（B）と判断できます。

例１
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P52
４ 観点別学習状況評価の進め方②

東、西、南、北の空の星の一日
の動きは正しく描けている。透明
半球の内側からも外側からも矢
印の向きが正しく描けており、星の
一日の動きの特徴を見いだしてい
る。

このことから、思考・判断・表現の観点で
「十分満足できる」状況（A）と判断できます。

例２
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P52
４ 観点別学習状況評価の進め方②

方位を基準として描いていない。
透明半球の内側からの星の一日
の動きの特徴を見いだしていない。

このことから、思考・判断・表現の観点で
「努力を要する」状況（C）と判断できます。

＜手だて＞天球の概念や、透明半球について再確認
し、観察者の視点を意識しながらコンピュータシミュレー
ションを再観察して、透明半球にもう一度表すなど個
別に指導を行い、思考力・判断力・表現力等を身に
付けることができるように支援することが考えられます。

例３
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最後に学習評価の充実について大事なことは

〇学習評価の妥当性、信頼性を高める工夫
・評価規準や評価方法の明確化、実践事例の蓄
積と共有など学校としての組織的かつ計画的な取
組を行い、生徒、保護者に対しては評価に関して丁
寧な説明をしていきましょう。

〇評価時期の工夫
・単元や題材などのまとまりごとに、実現状況が把握
できる段階で評価を行うとともに、学習指導要領に
定められた目標などに照らして、複数の単元や題材
にわたって長期的な視点で評価することも意識しま
しょう。


